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 し ょ う ら い  

』  

ク
ラ
ブ
の
テ
ー
ル
ツ
イ
ス

タ
ー
で
あ
る
。
テ
ー
ル
ツ

イ
ス
タ
ー
は
会
合
を
楽
し

く
さ
せ
る
専
門
の
演
出
家

み
た
い
な
役
目
で
あ
る
。

テ
ー
ル
ツ
イ
ス
タ
ー
の
直

訳
は
「
尻
尾
を
ひ
ね
る
者
」

━━

我我ららテテ

会
を
順
序
よ
く
進
行
し
楽

し
く
過
ご
さ
せ
る
の
が
第

一
で
あ
る
。
会
長
テ
ー
マ

の
如
く
「
ク
ラ
ブ
に
力
を
」

に
は
固
苦
し
い
雰
囲
気
を

さ
け
、
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち

た
明
る
い
例
会
で
あ
っ
て

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
大
き
な
責

任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

入
会
し
、
最
低
三
年
は
、
例
会
出
席
１

０
０
％
と
心
に
誓
い
一
度
の
欠
席
も
な

く
今
日
ま
で
無
我
夢
中
で
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

 

最
近
や
っ
と
ほ
ん
の
少
し
だ
け
、
ラ
イ

会
員
増
強
で

成成成

功功功

さささ

せせせ

よよよ

ううう   

四四四

十十十

周周周

年年年

!!! !!!   

★★
四四
十十
周周
年年
実実
行行
委委
員員
会会
★★  
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 クラブ会長テーマ  『クラブに力を！みんなで楽しい奉仕
クラブ会長テーマ  『クラブに力を！みんなで楽し
 

私
が
当
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
約
三
十

九
年
、
そ
し
て
勝
尾
会
長
の
時
に
第
二
副

会
長
を
仰
せ
付
か
っ
て
か

ら
、
約
二
十
年
振
り
に
本

年
度
の
役
員
に
選
ば
れ
た
。 

 

そ
れ
が
何
と
テ
ー
ル
ツ
イ

ス
タ
ー
!!
そ
れ
迄
は
他
人

事
の
様
に
テ
ー
ル
ツ
イ
ス

タ
ー
の
活
躍
振
り
を
見
て

い
た
の
が
、
自
分
に
そ
の

役
が
あ
た
る
と
大
狼
狽
!!

然
し
度
胸
を
決
め
て
、
自

分
流
に
や
っ
て
や
ろ
う
と

思
っ
た
次
第
で
あ
る
。 

思
う
に
テ
ー
ル
ツ
イ
ス

タ
ー
と
い
ふ
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
役
職
は
如
何
に

も
洒
落
て
い
て
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
ら
し
い
役
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
ど
ん

な
集
ま
り
で
も
ユ
ー
モ
ア

と
機
智
で
出
席
者
を
楽
し

ま
せ
て
呉
れ
る
人
が
い
る

が
、
そ
ん
な
人
を
役
職
に

つ
け
た
の
が
ラ
イ
オ
ン
ズ

く
さ
せ
る
演
出
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

目
的
を
達
成
さ
せ
る
為
に
色
々
な
方
法

を
考
え
る
の
で
あ
る
が
、

無
藝
無
能
な
私
に
は
随
分

と
重
荷
な
任
務
だ
と
痛
感

し
て
い
る
次
第
で
す
。 
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然
し
幸
い
な
事
に
、
軽

妙
、
酒
脱
、
独
創
性
に
富

ん
だ
Ｌ
．
後
藤
計
画
委
員

長
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得

て
今
後
を
期
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
既
に
七
月
の
二

回
の
例
会
も
私
自
身
の
傘

寿
の
祝
に
か
こ
つ
け
て
、

年
齢
異
名
を
話
題
に
、
又
、

Ｌ
．
後
藤
計
画
委
員
長
の

ご
協
力
に
よ
り
表
敬
訪
問

の
お
客
様
歓
迎
音
楽
会
を

開
き
、
ど
う
に
か
お
茶
を

濁
し
た
次
第
で
あ
る
。 

テ
ー
ル
ツ
イ
ス
タ
ー
は

お
金
（
フ
ァ
イ
ン
、
ド
ネ

ー
シ
ョ
ン
）
を
上
手
に
集

め
る
た
め
に
例
会
の
調
和

を
計
る
の
で
は
な
く
、
例

旧
制
高
等
学
校
の
青
春
時
代
や
戦
争
体

験
、
特
に
ソ
連
抑
留
の
得
難
い
経
験
も
あ

る
の
で
機
会
あ
れ
ば
、
テ
ー
ル
ツ
イ
ス
タ

ー
の
話
題
と
し
て
皆
様
に
披
露
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。 

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
二
年
余
り
で

今
期
も
「
ラ
イ
オ
ン
テ
ー
マ
ー
」
と
い
う

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
内
容
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
用
語
が
わ
か
っ
て
き
た
程
度
で
す
。 

若い力で「楽しい例会」

の準備・設営に頑張ります

今
期
は
、
と
り
あ
え
ず
「
楽
し
い
例
会
」

と
計
画
委
員
長
も
ア
イ
デ
ア
を
練
っ
て

綿
密
な
、
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。 

「
ラ
イ
オ
ン
テ
ー
マ
ー
」
と
し
て
、
例
会

準
備
を
整
え
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、

計
画
委
員
一
致
団
結
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
は
「
例

会
」
に
あ
り
、
月
に
二
度
、
年
に
二
十
四

回
メ
ン
バ
ー
が
同
じ
時
間
を
共
有
す
る

例
会
、
そ
の
時
間
を
楽
し
く
、
有
意
義
な

も
の
に
す
る
た
め
、
形
式
だ
け
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
楽
し

い
例
会
作
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
、
職
務

に
専
念
す
る
覚
悟
で
す
。 

 

ど
う
か
、
寛
大
な
る
心
で
、
ご
指
導
ご

協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

★★
来来
年年
はは
クク
ララ
ブブ
四四
十十
周周
年年
★★  

会会

員員

増増

強強

でで   

           中中 谷谷 好好 和和   
ーー  
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と
い
ふ
事
で
本
当
に
面
白

い
役
職
名
で
あ
ろ
う
。
会

則
を
見
る
と
「
テ
ー
ル
ツ

イ
ス
タ
ー
は
適
切
な
余
興

や
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
会
員

に
フ
ァ
イ
ン
を
上
手
に
課

す
こ
と
に
よ
っ
て
会
合
の

調
和
友
好
活
気
を
促
進
す

る
」
と
あ
る
の
で
、
テ
ー

ル
ツ
イ
ス
タ
ー
の
目
的
は

会
合
、
特
に
例
会
を
楽
し

こ
そ
盛
り
上
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

出
席
率
向
上
に
も
役
立
つ
の
で

そ
の
為
の
テ
ー
ル
ツ
イ
ス
タ
ー

舞
台
で
は
到
底
無
理
で
、
会
長

計
画
委
員
の
ご
協
力
は
な
く
て

な
い
と
思
ふ
。
と
に
か
く
あ
た
っ

ろ
、
や
る
し
か
な
い
。
八
十
才
に

も
役
職
に
つ
け
て
、
若
返
り
を
計

れ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
感

次
第
で
あ
る
。
幸
い
私
に
は
回
顧

な
い
が
、
年
の
功
と
い
ふ
か
戦
争

ラライイオオンン  
テテーーママ
れ
こ
そ

あ
ろ
う
。

の
独
り

、
幹
事
、

は
な
ら

て
砕
け

な
っ
て

っ
て
呉

謝
す
る

趣
味
は

末
期
の

ンズクラブ 発行責任者：小瀬弘昭 
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ラ

た
。

た
。

ラ
イイ
オオ
ンン
ズズ
クク
ララ
ブブ
国国
際際
協協
会会
主主
催催  

第第
1166
回回
国国
際際
平平
和和
ポポ
スス
タタ
ーー
・・
ココ
ンン
テテ
スス
トト  

テ
ー
マ
「
明
る
い
明
日
を
築
こ
う
」
参
加
作
品
展
〔
堺
地
区
〕 

 
 

標
記
作
品
展
が
９
月
21
日
（
日
）
よ
り
23
日
（
火
）

ま
で
、
堺
東
ジ
ョ
ル
ノ
専
門
店
六
階
で
開
催
さ
れ
た
。

堺
地
区
16
ク
ラ
ブ
が
担
当
す
る
堺
市
立
小
学
校
89
校

よ
り
各
校
の
優
秀
作
品
５
点
ず
つ
が
展
示
さ
れ

 
 

我
が
ク
ラ
ブ
は
９
校
（
内
１
校
キ
ャ
ン
セ
ル
）
を
担
当

し
、
応
募
数
607
点
の
内
よ
り
我
が
ク
ラ
ブ
を
代
表
す
る
最
優
秀
会
長
賞
に
は
、

福
泉
小
学
校
五
年
木
寺
康
穂
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
が
、
惜
し
く
も
ゾ
ー

ン
の
代
表
作
品
に
は
選
ば
れ
な
か
っ

 

10
月
30
日
に
担
当
委
員
が
各
学
校
へ
盾
、
カ
ッ
プ
、
賞
状
、
努
力
賞
を
持
参

し
、
朝
礼
等
の
大
勢
の
前
で
生
徒
達
に
手
渡
し
て
い
た

く
よ
う
依
頼
し
た
。 

                             

         奉奉 仕仕 記記 録録   ★詳細はクラブＨＰで★  

第第
７７
回回
西西
区区
域域  

ふふ
れれ
ああ
いい
まま
つつ
りり
””
にに
出出
動動  

地
域
の
住
民
が
楽
し
く

ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
、
年
一

回
の
文
化
的
な
レ
ジ
ャ
ー

を
目
的
と
し
た
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
が
11
月
８
日
（
土
）

堺
西
支
所
の
駐
車
場
や
玄

関
先
を
開
放
し
て
盛
大
に

行
わ
れ
た
。 

今
年
で
七
回
目
を
迎
え

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
我

が
ク
ラ
ブ
は
最
初
か
ら
積

極
的
な
支
援
を
行
い
、
今
年

も
27
万
円
を
拠
出
し
、
午
前

午
後
に
わ
た
り
26
名
の
メ

ン
バ
ー
が
出
動
し
た
。 

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
雰

囲
気
作
り
の
中
に
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
用
グ
ッ
ズ
を
行

き
来
す
る
大
勢
の
来
場

者
に
配
布
し
な
が
ら
「
環

境
の
美
化
」
や
「
交
通
安

全
」
を
訴
え
る
一
方
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
存
在

の
大
々
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
た
。 

 

だ

                              

 

第第
3300
回回
堺堺
まま
つつ
りり  

大大
パパ
レレ
ーー
ドド
””
にに
参参
加加 

堺
地
区
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
は
毎
年
「
堺
ま
つ
り
」

に
対
し
積
極
的
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
行
っ
て
い
る
。
先

ず
、
金
銭
的
な
奉
仕
に
よ
り
、

パ
レ
ー
ド
用
の
民
族
衣
装
、

南
蛮
衣
装
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

や
新
調
、
ま
た
保
全
の
費
用

に
当
て
て
い
る
。
一
方
、
労

力
奉
仕
と
し
て
パ
レ
ー
ド
に

参
加
し
て
「
環
境
保
全
美
化
」

及
び
「
薬
害
防
止
」
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

今
年
も
堺
11
ク
ラ
ブ
よ
り

10
万
円
ず
つ
の
拠
出
、
12
名

ず
つ
の
労
力
奉
仕
を
行
っ

た
。 

  例例 会会 ピピ ッッ クク アア ッッ ププ   

７７ ＲＲ 会会 員員 交交 流流 大大 会会     ★詳細はクラブHPで★  

－第９４５回例会に充当－  2003・10・21   

ゲゲスストトススピピ一一カカ一一例例会会   
－第９４３回例会－ 2003・9・25 

ゲストスピーカー：吉村憂希（よしむらうさぎ）

ＮＰＯ法人 青少年育成審議会ＪＳＩ 理事長 

 講師は、青少年

の非行防止や進学

指導を目的に２０

年来草の根活動を

行い、現在は泉州

地区にフリースク

ールを開設、不登

校や暴走族などの

子供たちの生活指導や学習指導を行っているが、

地域、家庭、学校が直面する子育ての問題点のキ

ーポイントは何処にあるのかに付き、色々な体験

談を交えての、大変有意義なスピーチであった。 

 

 
事ある毎に「７Ｒは一つ」と叫ばれなが

ら、昨年までクラブ間の交流の場と云え

ば、年一回のゴルフコンペだけであった。 
 各クラブともメンバーの減少に頭の痛

い時期にあって、1．2．3Ｚ、１６クラブ
の横の連帯感が今こそ強く求められてい

るとの認識の上に、今年の中村房堆７Ｒ／

ＲＣが各クラブに強く呼びかけ開催され

た大会である。 

 

記念講演では、講師の読売テレビ解

説委員辛妨治郎氏が「政治、経済～

情報のウラを読む」と題して、彼独

特ユーモアを交えて熱弁を奮った。 

 
当日の出席率は８５％の好成績と

なり、ホテルの大ホールも狭く感じ

るほどに盛り上がりのある大会とな

った。 

 

 堺浜寺ライオンズクラブのホームページも是非ご覧ください。（アドレスは http://www.h6.dion.ne.jp/~hamadera/ です。） 

ＪＳＩ教旨 

１．あいさつと返事ははっきり言え 
２．人の欠点は自分の手本 
３．文句をいうなら自分でやれ 
４．自分の可能性を信じろ 
５．諦めるな、常に上を目指せ 


